
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日決勝、静岡翔洋は高校生による全校応援で、遠州灘海浜公園球技場に駆けつけた。雨とも感じさせない気迫溢れる 

プレイに全校のまなざしが熱く注がれる。声だけの応援しか許されないが、翔洋の声が、エネルギーが、選手を後押しし 

たに違いない。 

 東海大静岡翔洋は、前半３分に SH 村田虎汰朗のトライで先制。その後２点差に迫られたが、同１９分に FW 石倉快飛 

のトライで再び差を広げた。聖光は後半に８得点を挙げて追い上げたが及ばなかった。 

 ３年水野信太郎の肩のけがによる柱の不在が心配されたが、２年連続の花園切符をつかんだ。 

 目指すのは、「伝統と先輩たちの思いを継承しつつ、歴代チームを超えていくこと」。花園では、前年惜しくも逃したベ 

スト１６入りを目指す。 

 全国大会は、５６校が出場し、東大阪市花園ラグビー場で１２月２７日に開幕する。 

 引き続き、高校男子ラグビー部の応援を、よろしくお願いいたします。 
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東海大学付属静岡翔洋高等学校・中等部 広報誌 

SHOYO NOWADAYS 
【発行】東海大学付属静岡翔洋高等学校・中等部  校長：村上英治 

若き日に汝の思想を培え  若き日に汝の体躯を養え  若き日に汝の智能を磨け  若き日に汝の希望を星につなげ 

第 105回全国高校ラグビー静岡県大会決勝にて、９日、２１―１３で聖光を下し、２年連続１４度目の優勝を飾った。 

 

在校生  ：エントランスで回収 

一般の方：事務室前のボックスで回収 

フードドライブ活動とは、余っている食べ物を持ち寄り、子ども食 

堂などに寄付する社会貢献の活動です。 

 食べられるのに破棄されてしまう食品ロス問題。日本ではなんと毎日、10 

トントラック1430台分の食品が捨て

られています。皆さんのご自宅に眠っ

ている食品をご提供下さい。（このキ

ャンペーンは静清信用金庫さんとの

共同企画です。） 

【寄付できる商品】 
賞味（消費）期限が 2026年 1月以前のもの。 
お米・缶詰・レトルト・インスタント食品・ふりかけ・お
茶漬け・粉ミルク・お菓子・調味料 

 

合唱コンクール がんばる中等部 

一年生金賞 １年 E 組 「My Own Road -僕が創る明日-」 

一年生銀賞 １年 A 組 「マイ バラード」 

二年生金賞 ２年 A 組 「心の瞳」 

二年生銀賞 ２年 E 組 「旅立ちの時 ～Asian Dream Song～」 

三年生金賞 ３年 B 組 「決意」 

三年生銀賞 ３年 E 組 「時の旅人」 

最優秀賞  ２年 A 組 「心の瞳」 

優秀賞   ３年 B 組 「決意」 

指揮者賞  嶋田凰佑・佐野蒼太 ・影山琥珀 

伴奏者賞  萩原優奈・吉窪にいな・片井ひかり 

合唱コンクールのレベルが年々上がってきています。 

今年も、ずいぶん早い時期から練習の歌声が響いていま

した。一年生から三年生まで全パートが正しい音程を歌

うことができていて、よいハーモニーが響きました。 

 一年生の合唱は予想される「元気がよい合唱」を良い

意味で裏切る「大人っぽさ」がある凛々しい仕上がりで

感動しました。 

 二年生はこだわりが詰まっていてオリジナリティも感

じる素敵な合唱でした。クラス全員で同じ工夫を表現す

ることに挑戦して、「みんなで音楽をしている」合唱がで

き、成長を感じました。 

写真は、優秀賞を受賞した３年

B組「決意」です。唯一、四部

合唱に挑戦しました。 

三年生は合唱コンクールを

楽しんでいるような、お互いを

たたえ合える雰囲気をもって

います。難しいポイントも正確

に歌うことができ、曲の深さが

しっかりと伝わり、さすがの力

を見せてくれました。 



 

 

 

                        

▶１・２年生クラス写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▶３年生名場面集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翔洋の体育祭は中等部も高校も迫力満点。全国クラスの選手の走り

はお見事！なのにどんな面白い種目もみんな全力です。フィナーレを

飾るのは各クラスの力自慢が集まる翔洋名物『俵差し』です。どんな意

味の言葉かって？AI に聞いてみました。AI の答えはナント！ 

１． 米の計量方法の一つ 

２．東海大学付属静岡翔洋で「翔洋名物」として知られる競技。 

このように答えてくれました。言葉の意味を翔洋が作っていたなんて。 

要するに、米俵のような重いものを持つ競技だということです。現在

はポリタンクに水を入れたものを持ち上げています。約２０㎏あるの

だそうです。今年も大変に盛り上がりました。 

 

８泊１０日、ハワイ語学研修に高校二年アクセルコースが行ってまいりました。日本はこの間にぐっと秋めいてき

ましたが、ハワイの日差しは強く、英語の勉強をしながら南国のエネルギーを吸収してきました。 

Hawaii 語学研修
 


